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大学病院におけるがん相談支援センターの周知度向上への継続した取り組みに関する研究 
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研究要旨：がん相談支援センターは周知が十分ではないことが課題となっている。当院の

がん相談支援センター（以下，当センター）においても，相談者から「もっと早く相談で

きることを知りたかった」との声があり，令和 2 年に当院の患者対象に初めてアンケー

ト調査を行い，当センターの周知度は 32％であった。継続して周知度の向上を図ったが

令和 3 年は 26％，令和 4 年は 33％，令和 5 年は 36％であった。 

診断初期からがん相談支援センターの周知が図られる体制整備が求められており，こ

れまでの結果から院内スタッフや担当医からの紹介による利用率が高いため，当院全職

員へ当センターの周知を図った。またアンケ―トに「何を相談したらよいのかわからな

い」，「入りづらい」との記載があり，診断時に担当医から患者へ『がんと診断されたあな

たに知ってほしいこと』（国立がん研究センターがん情報サービス編集委員会，2022）の

冊子を手渡す取り組みを開始した。 

昨年度の結果から方策を講じた評価も含め，周知度と現状課題を把握するため，継続し

てアンケート調査を行い周知度向上させる取り組みの一助とする。 

 

Ａ．研究目的 
 令和６年の当センターの周知度調査を行
い，周知度を向上させる方策を検討する。 
 
Ｂ．研究方法 
病院が毎年実施する患者満足度調査と共

に，当センターの周知度に関する質問紙を
配布し結果を集計した。 
 
対象は，下記期間における当院の外来受

診および入院中の患者 
外来：令和6年11月25日（月），29日（金），

12月4日（水）の3日間 
入院：令和6年11月25日（月）から12月9日

（月）の15日間 
 

（倫理面への配慮） 
 本研究は当院の臨床研究倫理委員会の承
認を得て行った。 
 

Ｃ．研究結果 
  全有効回答率は67％（R5年73％），外来
の有効回答率は68％（有効回答数/配布数＝
1358/2004），入院の有効回答率は65％（同
328/502）であった。有効回答者におけるが
ん患者の割合は外来35％（343/1358），入
院37％（121/328）であった。当センターの
周知度は全患者で39％（R5年36％），がん
患者に限ると74％（同71％）で令和5年調査
より向上していた。周知経路は院内掲示物
が31％，院内のパンフレットや紹介カード
が17％で，この2つで約半数であった。回答
者のうちがん患者の利用率は24％（同24％）
であった。利用につながった周知経路は，院
内スタッフからの紹介30％（同45％），次
いで担当医からの紹介31％（同37％）であ
った。「その他」にこのアンケートで知った
との回答が5件あった。利用者の96％が「役
に立った」と回答し，96%が「今後もまた利
用したい」と回答した。自由記載欄に，「利



用するにはどうしたらよいかわからなかっ
た」，「がん相談支援センターについて医師
からも話してほしい」との記載があった。 
 
Ｄ．考察 
 初回の令和2年から継続して調査を行い，
結果から方策を講じ周知度向上へつながっ
ている。またがん患者に限らず，全患者対象
にアンケートを実施することで「このアン
ケートで知った」との回答があり，調査しな
がら啓発啓蒙につながっていると考えられ
る。だが，利用方法がわからない，医師から
も説明してほしいとの声もあり，相談を求
めている方へも利用方法がわかるよう，効
果的な広報と訪問しやすい環境整備の工夫
や，全医療従事者へ向けて当センターの周
知度向上を目指す取り組みを行っている。 
 
Ｅ．結論 
 今後も院内連携をはかり医療従事者への
周知を強化していく必要がある。 
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